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平成 24 年 11 月 1 日 

各 位 

会 社 名 株式会社 MARUWA 

代表者名 代表取締役社長 神戸 誠 

 （コード ： 5344、東証・名証第一部） 

問合せ先 管理本部長 丹羽邦人 

 （TEL ： 0561-51-0841） 

 

 

ヤマギワ株式会社の株式の取得（子会社化）に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成 24 年 11 月 1 日開催の取締役会において、以下のとおり、ヤマギワ株式会社（以下「ヤマ

ギワ」と言います。）の発行済株式の 100%を取得することを決議し、ヤマギワの株主である株式会社企業

再生支援機構（以下「企業再生支援機構」と言います。）との間で株式譲渡契約を締結しましたのでお知

らせします。 

 

１．株式の取得の理由 

MARUWA は創業以来、一貫してセラミック技術をコア技術として位置づけており、環境関連や通信、

パワーモジュール関連市場において多くの製品でグローバル No.1 シェアを獲得し成長し続けているリー

ディング・カンパニーです。新たな可能性の創造をめざして進出した照明機器事業についても、安さだけ

を求めるのではなく独自のセラミック技術を融合させた LED 照明製品を中心に付加価値を高める差別化

戦略を進めております。これは当社の企業理念の一つである「ユニークな品質至上主義のメーカーを目

指す」という事によるものであり、照明機器事業においてもグローバルでリードする事業に成長する戦略を

取っております。  

ヤマギワは、日本において照明文化を築き、根付かせた高付加価値照明器具メーカーとして広くその

「ブランド」を認知されており、また、照明設計の専門部隊、特別仕様の照明器具を設計・製作管理する

専門部隊を有しております。また、ヤマギワは長年の実績、ブランド力及び照明ソリューション力を背景に、

大手設計事務所、デザイナーなどからも高い評価を受け優良な顧客基盤を有しており、ハイエンド照明

器具の企画、開発、製造、販売、照明・インテリア計画の実施、照明・家具の輸入及び販売を行っているリ

ーディング・カンパニーです。 

ヤマギワを当社グループの中核事業会社の一社として迎え入れることにより、そのブランド力や照明ソリ

ューション力を活用し、成長著しい LED 照明市場での事業基盤をさらに拡充し、グローバルな事業成長

を目指してまいります。 
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2. 異動する子会社（ヤマギワ株式会社）の概要 

（1） 名 称 ヤマギワ株式会社 

（2） 所 在 地 東京都中央区八丁堀 4 丁目 5 番 4 号 

（3） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 大見 和敏 

（4） 事 業 内 容 
照明器具の企画、開発、製造、販売、照明・インテリア計画の実施、照

明・家具の輸入、販売 

（5） 資 本 金 250 百万円 

（6） 設 立 年 月 日 平成 23 年 5 月 2 日 

（7） 大株主及び持株比率 株式会社企業再生支援機構 100.0% 

資 本 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はあ

りません。また、当社の関係者及び関係会社と当該会

社の関係者及び関係会社の間には、特筆すべき資本

関係はありません。 

人 的 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はあ

りません。また、当社の関係者及び関係会社と当該会

社の関係者及び関係会社の間には、特筆すべき人的

関係はありません。 

（8） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

取 引 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき取引関係はあ

りません。また、当社の関係者及び関係会社と当該会

社の関係者及び関係会社の間には、特筆すべき取引

関係はありません。 

（9） 当該会社の最近の経営成績及び財政状態 

決算期 平成 24 年 3 月期 （注） 

 純 資 産 507 百万円 

 総 資 産 5,171 百万円 

 １ 株 当 た り 純 資 産 50,707 円 

 売 上 高 6,575 百万円 

 営 業 利 益 146 百万円 

 経 常 利 益 155 百万円 

 当 期 純 利 益 7 百万円 

 １ 株 当 た り 当 期 純 利 益 709 円 

 １ 株 当 た り 配 当 金 － 

（注） 7.3 ヶ月決算 
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3. 株式取得の相手先の概要 

（1） 名 称 株式会社企業再生支援機構 

（2） 所 在 地 東京都千代田区大手町一丁目六番一号大手町ビル 9F 

（3） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 瀬谷 俊雄 

（4） 事 業 内 容 
有用な経営資源を有しながら過大な債務を負っている中堅事業者、中

小企業者その他の事業者の事業の再生支援 

（5） 資 本 金 20,130 百万円 

（6） 設 立 年 月 日 平成 21 年 10 月 14 日 

（7） 純 資 産 19,083 百万円 

（8） 総 資 産 406,997 百万円 

（9） 大株主及び持株比率 預金保険機構等 

資 本 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき資本関係はあ

りません。また、当社の関係者及び関係会社と当該会

社の関係者及び関係会社の間には、特筆すべき資本

関係はありません。 

人 的 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき人的関係はあ

りません。また、当社の関係者及び関係会社と当該会

社の関係者及び関係会社の間には、特筆すべき人的

関係はありません。 

取 引 関 係

当社と当該会社との間には、記載すべき取引関係はあ

りません。また、当社の関係者及び関係会社と当該会

社の関係者及び関係会社の間には、特筆すべき取引

関係はありません。 

（10） 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

関連当事者へ

の 該 当 状 況

当該会社は、当社の関連当事者には該当しません。ま

た、当該会社の関係者及び関係会社は、当社の関連

当事者には該当しません。 
 

4. 取得株式数，取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（1） 異動前の所有株式数 

0 株 

（議決権の数 ： 0 個） 

（議決権所有割合 ： 0％） 

（2） 取 得 株 式 数 
10,000 株 

（議決権の数 ： 10,000 個） 

（3） 取 得 価 額 700 百万円 

（4） 異動後の所有株式数 10,000 株 

（議決権の数：10,000 個） 

（議決権所有割合：100.0%） 

※ 取得価額につきましては、第三者機関による株式価値の分析の結果に基づき、決定しております。 
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5. 日程 

（1） 取 締 役 会 決 議 平成 24 年 11 月 1 日 

（2） 株 式 取 得 期 日 平成 24 年 12 月 3 日（予定） 

 

６．今後の見通し 

上記の株式取得により、ヤマギワ株式会社は連結子会社となります。子会社化により当社の連結業績

予想の修正が見込まれますが、当社の業績に与える影響につきましては、現在精査中です。判明次第、

別途適時開示いたします。 

 

以 上 

 

（参考）当期連結業績予想（平成 24 年 4 月 26 日公表分）及び前期連結実績 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益

当期連結業績予想 

（平成 25 年 3 月期） 
24,000 百万円 3,360 百万円 3,500 百万円 2,200 百万円

前期連結実績 

（平成 24 年 3 月期） 
21,313 百万円 2,933 百万円 3,264 百万円 2,105 百万円

 

 


